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■ スケジュール 

 

開始時間 団体名 事業名 

9:00～ 開会（挨拶・発表方法の説明） 

9:05～ 一般社団法人 SSK 立花一丁目団地みちあそび 

9:20～ 公益財団法人杉山検校遺徳顕彰会 SDGｓの先駆け！杉山和一さんを知ろう 

9:35～ 
特定非営利活動法人 

寺島・玉ノ井まちづくり協議会 

すみだの江戸野菜・寺島なすを広めたい 

第２回「寺島なす★祭り」の開催事業 

9:50～ すみだ未来枠 新・すみっこ探検隊！ 

10:05～ 閉会 

 

※なお、各団体による発表の開始時間は、プログラム進行の都合上、前後する場合があります。 

予めご了承ください。 

 

 

■ プレゼンテーションの方法（ルール） 

 
（１）発表を行う人数は、各団体 2～3名とします。 

（２）１団体の発表は 6分以内とします。申請事業の内容を中心に発表してください。 

（３）発表終了１分前にベルを１回鳴らします。発表終了時間にはベルを 2 回鳴らしま

すので、速やかに発表をまとめてください。 

（４）発表終了後、墨田区協治（ガバナンス）まちづくり推進基金審査会委員による質

疑を 8分程度行いますので、要点を簡潔にお答えください。 

（５）他団体のプレゼンテーション中における入退室は自由としますが、自身の

１団体前の発表開始時間には入室してください。自身のプレゼンテーション

順番時に不在の団体は、審査対象から除外します。 

（６）傍聴者の発言など、審査に影響を及ぼす意思表示は認められません。 
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■ 助成の決定 

 
公開審査後、協治（ガバナンス）まちづくり推進基金審査会において、審査会が下

表の審査項目に基づき審査を行い、その審査結果をもとに区が助成の可否・助成額を

決定します。なお、審査結果については、後日区のホームページ等で公開いたします。 
 

 審 査 項 目 審 査 基 準 

１ 先駆性・創造性 

地域や社会的課題に結びつく問題提起がある、ＳＤＧｓ

（＊１）の視点が取り入れられているなど、先取的・独

創的な取り組みであるかどうか。 

２ 発展性・継続性 

将来に向けて、事業が持続し、新しい展開につながって

いくか、事業の成果が広く地域に普及していくことが見

込まれるかどうか。 

３ ニーズの適合性 
区民の多様なニーズ（需要・要望など）を捉え、それら

に的確に対応した内容となっているかどうか。 

４ 事業の公益性 

事業目的が明確であり、広く区民を対象とした事業であ

るなど、区民福祉の向上に高く貢献する取り組みである

かどうか。 

５ 実現可能性 

事業の実施（責任）体制などの面で自立性を確保してい

るなど、事業計画・スケジュールに無理がなく、実行可

能な取り組みであるかどうか。 

６ 経費の妥当性 
自らの資金確保が明確に考えられているなど、資金計画

が妥当であるかどうか。 

７ 区の期待する項目※ 区が設定する項目に合致した事業であるかどうか。 

  

※区では、申請団体の皆さんが事業を企画・実施する際に、特に重視していただきたい

項目を設定しています。申請された事業の中で当該項目に合致する事業に関しては、

加点を行います。令和５年度は、「他の地域団体との協働により、団体間の連携を強

化し、地域の活性化を促進する事業」になります。 

 

（＊１）ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）とは、２

０１５年に国連サミットで採択された「持続可能でよりよい社会の実現」を目指す国

際目標です。 
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■ 本日の審査員 
 

墨田区協治（ガバナンス）まちづくり推進基金審査会委員 

区 分 氏 名 備  考 

学識経験者 

（３名以内） 

松本 潔 
すみだＮＰＯ協議会副代表幹事  

法政大学通信教育部経済学部非常勤講師 

永澤 映 
ＮＰＯ法人コミュニティビジネスサポートセ

ンター代表理事 

髙橋 幸子 西武文理大学看護学部看護学科教授 

公募を含む 

区民 

（５名以内） 

田口 武司 墨田区青少年育成委員会連絡協議会会長 

森下 香洋子 すみだ環境共創区民会議委員 

横井 貴広 
墨田区男女共同参画推進委員 

墨田区環境審議会委員 

長 加誉 公募委員 

横瀬 勝美 公募委員 

事業者 

（２名以内） 

丹澤 龍一 
アサヒプロマネジメント株式会社 

総務業務部 シニアマネージャー 

久米 信行 
久米繊維工業株式会社取締役相談役 

iU 情報経営イノベーション専門職大学 教授 

（敬称略） 

 

 

■ 令和５年度「すみだの力応援助成事業」申請団体の事業一覧 

 

◆ステップアップ応援コース 

○助成金額：10 万円～50 万円  ○審査方法：書類審査、公開プレゼンテーション 

 【団体名】事業名 申請額 

1 

【一般社団法人 SSK】 

立花一丁目団地みちあそび 
500,000 円 

日常のあそびをさらに深めたり発展させたりすることで、あそびあふれる社会をつく

ることを目的に、落書きできるプレーカー「からふる号」を活用し、立花一丁目団地２

号棟、３号棟前通路でみちあそびを実施する。 

また、通りかかった老若男女が遊びを通して、自然に交流し、顔の見える関係ができ、

子どもを中心とした新たなコミュニティが紡がれることも狙いの一つである。 

みちあそびでは、昔遊びやボードゲーム、大型遊具、廃材ビー玉転がし、積み木、ス

ポーツレクリエーションコーナーなどの展開を行う。 
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2 

【公益財団法人杉山検校遺徳顕彰会】 

SDGｓの先駆け！杉山和一さんを知ろう 
500,000 円 

事業１）杉山和一の業績を伝える動画制作：2〜3 分で小学生にも分かりやすく伝わる

様な内容を想定。 

事業２）杉山和一記念館見学会の実施：現代的（＝SDGs 的）視点で捉えた杉山和一の

功績を解説するミニ講座と、和一が確立した鍼灸治療のミニ説明会を実施する。 

 

3 

【特定非営利活動法人寺島・玉ノ井まちづくり協議会】 

すみだの江戸野菜・寺島なすを広めたい 

第 2回「寺島なす★祭り」の開催事業 

450,000 円 

【寺島なす★祭り】 

・寺島なすメニューを来場者に食べ比べて投票にてグランプリを決めるコンテスト形式

のイベントを開催する。  

・コンテストのほか、寺島なす関係グッズの販売。江戸野菜に関する講演会。「寺島茄

子之介音頭」の歌や踊り。なすの介水ヨーヨー釣り、歌や紙芝居など。聖火ならぬ寺島

なすをバトンに地域をつなげる「青果リレー」などすみだの江戸野菜・寺島なすの魅力

をアピールする。 

【イベント前後】 

・寺島なすのメニューを提供できる飲食店を開拓にて需要の掘り起こし。寺島なす生産

農家との連携にて供給体制の安定を構築。 

４ 

【すみだ未来枠】 

新・すみっこ探検隊！ 
500,000 円 

墨田区に在住、在学の小学校低学年及び保護者を対象に、地域への愛着醸成や多年代

交流につながるイベントを開催する。まちあるきイベントでは、来場した参加者から随

時謎解きに参加してもらう。本所地域プラザにて受付を済ませた後、謎解きスポットが

書かれた地図を配布し、90〜120 分程度かけて自由にポイント地点を巡る。 

また、ワークショップにおいては各回 20 組程度の募集をかけ、地域内の施設関係者

や学生とともに子どもに対し様々な体験の機会提供を行う。 
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◆スタート応援コース 

○助成金額：3 万円～10 万円  ○審査方法：書類審査 

 【団体名】事業名 申請額 

１ 

【すみけんサークル】 

Visit&Make friends in 友好都市 
100,000 円 

友好都市鹿沼でまち歩きとクイズ大会を実施します。 

すみだのまち歩きからクイズを作り、解き、学びあうことで、参加者の健康増進、脳の

活性化、人とのつながりを築いてきました。 

☆すみだの魅力に気づくことで「暮らし続けたいまち」の実現。 

☆友好都市鹿沼市に出かけ、鹿沼の方と一緒にまちを歩き、クイズを作り、解きあい、

墨田区民と鹿沼市民との“つながり”を構築。 

☆すみだの魅力を鹿沼市民に伝えることで「訪れたいまち」すみだに貢献。 

 

※事業内容の概要は、各団体の事業実施計画書の記述のまま掲載しています。 
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